
新鮮凍結血奬及び原料血粲確保に係る「成分採血」と「全血採血」の比率

2008年

新鮮凍結血薬 原料血紫

採集量 比率 採 比率

Source
Plasma

(成分採血由来)

Recovered
Plasma

(全血採血由来)

74

日本

2009年

新鮮凍結血柴 原料血粲

採集量 比率 採集 比率

29.3%

180

473

70.フ%

2008年

新鮮凍結血衆 原料血奬

採集 比率 採集 比率

46.2%

550

Source
Plasma

(成分採血由来)
不明 15,336 88.0%

Recovered
P恰Sma

(全血採血由来)
不明 2,100 12.0%

(注1)採集 の単位は千L

(注2)日本は日本赤十字社集計

(注3)米国はMRB(TheMarkeun4ResearchBureaulnc)集計

53.8%

84

匿亜

293%

202

2010年

新鮮凍結血紫 原料血紫

採集量 比率 採集 比率

70,フ%

492

米国

2009年

新鮮凍結血紫 原料血奬

採集量 比率 採集量 比率

不明

.

46.9%

557

16,143 88,0%

53.1%

86

2‘200

309%

192

12.0%

406

69,1%

不明

2010年

新鮮凍結血衆 原料血衆

採集量 比率 採集 比率

40.4%

599

不明

17,953 89.5%

59.6%

2,100 10.5%

不明

 


